
 

令和５年度 第１学年 授業改善推進プラン 

台東区立石浜小学校  

１ 児童・生徒の状況及び実態を踏まえた課題 

国   語 

①話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落とさないように集中

して聞くことが難しい。 

②話す順序を考えながら話すことが難しい。  

③内容のまとまりが分かるように、書き方を工夫することが難しい。 

④正しく整った文字を書くことが難しい。 

⑤読書習慣があまり形成されていない。 

算   数 

①既習事項の定着が不十分である。 

②買い物などの生活体験を通した算数的な経験が少ない。 

③文章問題の理解が難しい。 

④数概念の理解や定着が難しい。 

 

２ 各教科の具体的な授業改善 

 
特に育成を目指す資質・能力 

資質・能力を育む 

指導方法・指導体制の工夫 

国 
 

語 

①大事なことを聞き漏らさずに集中

して聞く力 

②相手に伝わるように、自分の行動

や経験に基づいて、話す事柄の順

序を考えながら話す力 

③文のつながりに注意しながら内容

のまとまりが分かるように、書き

表し方を工夫する力 

④文字を正しく正確に書く力 

⑤読書に親しむ態度と習慣 

①話し手を見ながら集中して聞くことを意識付

けられるように継続して言葉掛けを行う。 

②話型のモデルなどを活用して、順序を整理し

て話すことを意識できるようにする。 

②読む速さや姿勢に注意して話すように促す。 

③「はじめ・中・おわり」の文章構成を、作文

の指導などを通して定着させる。 

③書いた文章を読み返す機会や、友達と作文を

読み合う機会を確保することで、文と文のつ

ながりを意識できるようにする 。 

④テストや漢字ドリルを活用して、文字の書き

方を定着できるようにする 

⑤読み聞かせや図書の時間の活動を充実させ、

多様な本に親しめるようにする。 

算 
 

数 

①既習事項の確実な定着 

②生活体験と算数の概念を関連付け

た理解 

③算数的な文章問題の理解力 

④数概念の理解 

①計算チャレンジや宿題など、繰り返し既習事

項を確認・練習する機会を設定する。 

②授業の導入を生活体験に関連付けて行う。 

③文章と絵や図を結び付けながら問題を示す。 

④具体物を用いて実際に操作する場面を継続し

て設定することで、数概念の理解を促す。 



 

令和５年度 第２学年 授業改善推進プラン 

台東区立石浜小学校  

 

１ 児童・生徒の状況及び実態を踏まえた課題 

国   語 

①話の内容を正しく聞きとることや話す事柄の順序を考えて話すことが

難しい。 

②正確な表記で文章を記述することが難しい。（特に特殊音節を含む単語

の表記やかぎ（「 」）の使用など） 

算   数 

①４位数までの数のまとまりを基にして数を表すことが難しい 

②時間の単位に着目して、時刻や時間を読むことが難しい。 

③文章問題の内容を理解し、適切に図や式に表して考えることが難し

い。 

 

２ 各教科の具体的な授業改善 

 
特に育成を目指す資質・能力 

資質・能力を育む 

指導方法・指導体制の工夫 

国 
 

語 

①日常生活に必要な国語を理解し、

人との関わりの中で適切に伝え合

う力 

②豊かな言語感覚を身に付け、言葉

がもつよさを認識する力 

 

①４技能「話す」「聞く」「書く」「読む」の言語

活動を計画的に設定し、それぞれのモデルを

基に指導することで、基礎的な力を定着でき

るようにする。 

②学校図書館司書や地域の図書館、１人１台端

末を活用し、本に親しめるようにするととも

に、教室内の言語環境を豊かにする。 

算 
 

数 

①日常的に物事を数量関係に着目し

て、捉える力 

②時刻や時間に関する理解力 

③文章の内容を正確に捉え、正しく

立式し、自分の考えを説明する力 

①学習内容を生活に結び付けて示したり、生活

の中で数学的な視点を示したりする。 

②日常的に時計に触れ合い、一日の予定などを

確認することを通して、時刻や時間について

の理解を深められるようにする。 

③提示されている条件を整理し、図や表などを

活用して立式するように促す。 

③授業時間の中で自力解決の時間を確実に設定

し、自分の考えを文章や図等で説明する機会

を確保する。 

③説明する活動機会を増やし、安心して互いの

考えを伝え合いながら学習を振り返ることが

できるようにする。 

 



 

令和５年度 第３学年 授業改善推進プラン 

台東区立石浜小学校  

１ 児童・生徒の状況及び実態を踏まえた課題 

国   語 

①要旨を捉えて聞くことが難しい。 

②話す順序や話の構成を考えて話すことが難しい。 

③話の内容や中心を明確にして、文章を書くことが難しい。 

④既習漢字や語彙の定着に個人差が大きい。 

算   数 

①文章問題を理解することが難しい。 

②数の概念を理解することが難しい。 

③解決の仕方について、自分の考えを表現することが難しい。 

④自力解決の際に、図や表を活用することが難しい。 

２ 各教科の具体的な授業改善 

 
特に育成を目指す資質・能力 

資質・能力を育む 

指導方法・指導体制の工夫 

国 
 

語 

①大事なことを聞き漏らさないように

聞く力 

②話す相手に伝わるように、話す内容

の順序を考えて話す力 

③内容のまとまりが分かるように、書き 

方を工夫する力 

④文字を正しく整えて書く力 

④読書に親しむ態度と習慣 

①話し手を見て、話し手の意図を考えながら集中

して聞くことを意識付ける。 

②話型やメモをした原稿の活用を促すことで、順

序を整理して話すことができるようにする。 

③作文指導などを通して「はじめ・中・おわり」の文

章構成の定着を促す。 

③自身の体験を書く作文を週末の宿題などに設定

し、書く経験を豊富に積めるようにする。 

④ドリルや漢字練習ノート、プリントを活用して練

習する習熟の時間を確保する。 

④図書館司書を活用するなどして、多様な本に親

しむことができる環境を設定する。 

算 
 

数 

①問題文の意味を理解し、根拠を明

確にして考える力 

②数の概念を理解する力 

③既習の計算を正確に行う力 

④自分の考えを表現し、課題を解決

する力 

④既習事項を活用し、新たな課題に

取り組む力 

 

 

 

①実生活に基づいた問題を提示し、場面を想起

できるようにする。 

②文と図等とを結び付けて考える場を設ける。 

③習熟の時間を確保し、繰り返し練習できるよ

うにする。 

③④学力向上推進ティーチャーを活用し、必要

に応じて、個別に指導を行う。 

④自力解決の時間や、友達と話し合う場を十分

に設定しすることで、自分の考えを基に協力

して課題解決を行えるようにする。 

④習熟度別学習を生かし、弾力的に学習集団を

編成して指導を行う。 

④既習の図や表を用いて考えの根拠を説明する

活動を充実させる。 



 

令和５年度 第４学年 授業改善推進プラン 

台東区立石浜小学校  

１ 児童・生徒の状況及び実態を踏まえた課題 

国   語 

①話の中心が明確になるように話の構成を考えて話すことが難しい。 

②内容や話の中心を明確にし、構成を考えて文章を書くことが難しい。 

③登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結

び付け、想像して読むことが難しい。 

社   会 
①社会の課題を捉え、解決に向けた関わり方を考えることが難しい。 

②生活との関連を理解し、必要な情報を調べてまとめることが難しい。 

算   数 
①解決の過程や結果について、自分の考えを表現することが難しい。 

②図形や表、グラフを用いて的確に問題解決をすることが難しい。 

理   科 
①根拠のある予想や仮説を考え、課題を解決することが難しい。 

②課題解決に向けて、適切な手段で情報を調べ関連付けることが難しい。 

 

２ 各教科の具体的な授業改善 

 
特に育成を目指す資質・能力 

資質・能力を育む 

指導方法・指導体制の工夫 

国 
 

語 

①相手に伝わるように、内容の中

心を明確にして話す力 

②内容の中心が明確になるように

文章を構成して書く力 

③場面に注目して内容を読み取る

力 

①他者に話す際に意識すべき観点を提示する。 

②文章を書いたり要約したりする際、段落を意識

するように促す。また、体験活動等、児童の経

験に基づいて書く機会を確保する。 

③物語を読む際、登場人物の心情等に注目しなが

ら場面ごとの内容を整理する学習を設定する。 

社 
 

会 

①社会の課題を捉え、主体的に解

決に向けた関わり方を考える力 

②資料を適切に読み取り、読み取

ったことを基に考える力 

①学習内容と日常生活とを関連付けて考える機会

を単元ごとに継続して設定する。 

②資料から読み取った内容を伝え合ったり、考え

を検討し合ったりする活動を確保する。 

算 
 

数 

①既習事項を新たな課題の解決や

生活に活用し、根拠を基にして

自分の考えを表現する力 

②図や表などを用いて課題を解決

し、自分の考えを表現する力  

①学力向上推進ティーチャーを活用しながら、毎

回の授業で既習事項を確認したり、児童の発表

の際は考えの根拠を確認したりする。 

②自力解決や話し合って解決する時間を確保し、

根拠を基に考えを伝え合うように促す。 

理 
 

科 

①根拠を基に主体的に課題を解決

する力 

②実験や観察の結果や既習の知識

を関連付けて課題を解決する力 

①自分の予想や仮説を、根拠とともに伝え合う場

や表現する場を確保する。 

②実験・観察、出前授業、ＩＣＴ機器等を活用

し、体験や知識を関連付けて考える機会を増や

す。 



 

令和５年度 第５学年 授業改善推進プラン 

台東区立石浜小学校  

 

１ 児童・生徒の状況及び実態を踏まえた課題 

国   語 

①情報を必要に応じて取捨選択し、活用することが難しい。  

②基本的な言語の知識や語彙が不十分である。 

③資料の内容を適切に読み取り、自分の考えを表現することが難しい。 

社   会 
①資料を正確に読み取ったり、関連付けて考えたりすることが難しい。 

②資料を基にした考えを論理的に伝えることが難しい。 

算   数 
①基礎的な四則計算の仕方が未定着である。 

②文章問題を線分図や数直線で表すことが難しい。 

理   科 
①科学的な事象に主体的に取り組む態度が未定着である。 

②得られた実験結果を分析し、結果を基に考えることが難しい。 

 

２ 各教科の具体的な授業改善 

 
特に育成を目指す資質・能力 

資質・能力を育む 

指導方法・指導体制の工夫 

国 
 

語 

①言葉や図表で表された情報を多面

的・多角的に読み取り必要に応じ

て取捨選択する力 

②基本的な言語の知識や語彙力 

③資料から読み取ったことを、学ん

だ方法を生かして他者に伝える力 

①文章を読んだり図表を参照したりする際、必要

だと思うことにサイドラインを引くなどの、必

要な情報を取捨選択する学習を設定する。 

②教科書で取り扱う言葉について、用法や関連語

を整理しながら意味を理解するように促す。 

③資料から読み取ったことを整理したり、読み取

ったことを伝え合ったりする活動を設定する。 

社 
 

会 

①資料から情報を正確に読み取った

り、関連付けて考えたりする力 

②資料を基に自分の考えを表現する

力 

①地図、グラフ、年表など、資料ごとの読み取り

方を確認し、活用する機会を設定する。 

②資料の読み取り方について確認し、資料を基に

考えたことを互いに伝え合う場を設定する。 

算 
 

数 

①正確に既習の計算をする力 

②算数的な状況を線分図や数直線に

表す力 

①学力向上推進ティーチャーを活用しながら、計

算の反復練習の場を確保し、定着を促す。 

②文章問題を提示する際には、線分図や数直線に

表すことを習慣付け、図示すると立式しやすく

なることを実感できるようにする。 

理 
 

科 

①科学的な事象に主体的に取り組も

うとする意欲や態度 

②観察や実験を行い、結果を基に問

題解決する力 

①自然に触れたり、実験をしたりする時間を設定

し、科学的な経験ができる機会を確保する。 

②観察や実験を行う目的を事前に確認し、着目す

る視点を明確にしてから取り組むように促す。 



 

令和５年度 第６学年 授業改善推進プラン 

台東区立石浜小学校  

 

１ 児童・生徒の状況及び実態を踏まえた課題 

国   語 
①理解した内容と自分の考えを結び付けて書くことが難しい。 

②漢字を正しく読んだり書いたりし、文章の中で使うことが難しい。 

社   会 
①基礎的、基本的な知識が未定着である。 

②課題解決のために、必要な情報を収集することが難しい。 

算   数 
①基本的な計算の技能が未定着である。 

②図形や割合の意味や性質を基に、自分の考えを説明することが難しい。 

理   科 
①理科の見方、考え方を働かせて思考することが難しい。 

②実験結果を基に、結論を導くことが難しい。 

 

２ 各教科の具体的な授業改善 

 
特に育成を目指す資質・能力 

資質・能力を育む 

指導方法・指導体制の工夫 

国 
 

語 

①文章を読んで理解したことを、既

有の知識と結び付けて、自分の考

えをまとめる力 

②思考に関わる語句の量を増やし、

文章の中で使う力 

①文章を書く時間を確保するとともに、モデル文

を必要に応じて示すことで、書くことへの抵抗

を軽減する。 

②漢字の自由進度学習を取り入れ、知識の定着や

文章中で漢字や熟語を用いる力を高める。 

社 
 

会 
①基礎的、基本的な知識の蓄積 

②課題解決のために、必要な情報を

収集・取捨選択する力 

①授業の初めに、クイズ形式で知識の確認をした

り児童同士で互いに問題を出し合ったりする活

動を行うことで、基礎的な知識の定着を図る。 

②教科書、資料集、地図帳の内容を読み取る活動

を設定し、必要な情報を集める力を育む。 

算 
 

数 

①正確に既習の計算をする力 

②数や図形の概念を基に、自分の考

えを明確に説明する力 

①１人１台端末や学力向上推進ティーチャーを活

用し、個人の進度に合わせた計算の練習を反復

して行えるようにする。 

②数直線、図、絵、式などを用いて、多面的に自

分の考えを説明する時間を継続して設定する。 

理 
 

科 

①既習の内容や生活経験を基に課題

に対する予想や仮説を立てる力 

②実験結果を基に、結論を導く力 

①自分の立てた予想や仮説を説明する際は、科学

的な視点で根拠を示すように促す。 

②結果や結論を記述する時間を十分に確保し、教

師や教育活動アシスタントが記述をサポートす

ることで、結論を記述することに慣れ、習熟で

きるようにする。 


